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リンガルブラケット矯正法は1976年に藤田欣也先生が開発されて以来現在40

年余が経過しています．その間，先人達により治験例が積み重ねられると共にメ

カニズムの解明や材料の進歩によって目覚しく発展してきました．一方で，ラビ

アル矯正と比較すると，依然として歯の配列が不十分であったり，トルクに代表

される歯軸のコントロール不足や治療期間の長期化が指摘されています．リン

ガル矯正では口腔衛生管理が困難であることや，装置装着初期の発音の難しさ

等，どうしても避けられない問題はいくつか存在するものの，装置に対する正し

い理解と，適切なメカニクスを構築することで解決できる問題も多いと考えら

れます．そこで本日は， 

 

１）正確なレベリング 

２）効果的な歯軸のコントロール 

３）リンガル特有のフィニッシング 

 

に焦点をしぼってバイオメカニクスの観点と臨床例から，それぞれの対応方

法についてお話させていただきたいと思います．皆様の明日からの臨床に少し

でも役立つ部分があれば幸いです． 
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